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第 5 回 ユース 発足準備会合 

2007 年 4 月 25 日（水） 

18：00-20：30 

UNU ５F Conference Room 

 
参加者（敬称略・受付名簿順・受付名簿のみ） 

 

＜学生＞ 

稲葉潤紀・長谷川賢司・小尾絵生・吉田奈月・島崎桜子・柴田加奈子・津国美沙子・原

澤竜馬・石田彩佳・水野慎也・塩崎寛子・岩渕ひかり・高本優子・面川麻理・渡辺かお

り・藤本陽子・南雄人・村本智大・山田心健・戸田愛矢・坂下可奈子 

計 21 名 

 

＜ＵＮＨＣＲ＞ 

岸守一（駐日副代表）・千田悦子・小坂順一郎・副島知哉（インターン）・白幡香純（ユー

スインターン）・中山朋子（ユースインターン）・牧村匠太郎（ユースインターン） 

計 7 名 

合計 28 名（略） 

 

 

１、岸守駐日副代表からの挨拶 

 

→「ＵＮＨＣＲユースという名のレストラン」メール 

・Blau Vol. 3  

・Refugee is… Vol. 2 参照 

 

→発足までに決めること 

Ａ 6 月 20 日 17 時～18 時の発足式 1 時間で何をするか。 

 

Ｂ メンバーを確立し、事務局（共同幹事）3 名を決める 

 

 立候補者を募集し、人数が多い場合は一度集まり、話し合いを設けた上で決定する。

立候補はインターン（unhcryouth@yahoo.co.jp）まで。 

 

  発足後の代表・副代表 選出 

   ・ユース内から 3 人 

   ・インターン 3 人   

   →選出法に関して立候補者に任せる（5 月末頃に決める） 

      ＜クライテリア： 来年 6 月に学生の人に限る＞ 
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       ・代表とユースインターンは常に連携 

 

Ｃ ロゴ・ＨＰ 

 

Ｄ ユース 1 年間の年間スケジュール（6 月 20 日までの下拵え） 

  

企画に関して 

  発案は 5 名いれば可能。ただ、最初から企業の渉外ありきではなく、ＵＮＨＣＲのリ

ソースを使用して考えることを優先し、実現の可能性はＵＮＨＣＲと話し合った上で決定

する。 

 

２、各企画の連絡係（フォーカルポイント（パーソン））決め 

 

連絡係（フォーカルポイント（パーソン））とは→簡単に言えば、連絡係、お世話役。企

画を中心となって決める人ではなく、いかに 100 名のユースに円滑に連絡を伝えるか。

6 月 20 日にスムーズに動き出せるように、事務局、インターンと連絡を取り合う。 

今回のフォーカルポイントは 6 月 20 日まで。 

 

＊ 現状４人や５人の立候補がありますが、これでは人数が過多であり、かと いっ

て立候補者で話し合うのでは時間がかかり、事務所からの連絡をつなぐ役割の

性質上、すぐにでも決めたいとのことで、事務所で勝手に決めさせていただきま

した。あくまでユースと事務所とインターンの連絡の送受信をするだけの役割で

すので、会議参加者以外に立候補のチャンスが無い点不公平を感じさせてしま

うかもしれませんが、企画の中心やリーダーとは無関係ですので、ご了承くださ

い。 

 

各企画の連絡係（フォーカルポイント） 

① 6 月 20 日シンポジウム   →水野慎也 ・小尾絵生 

② ロゴ           →戸田愛矢 ・渡辺かおり 

③ ＨＰ           →柴田加奈子 

④ キャンプサダコ      →稲葉潤紀 ・坂下可奈子 

⑤ 表参道ジャック      →嶋崎桜子 ・吉田奈月 

⑥ 勉強会          →原澤竜馬 ・面川麻里 

⑦ ＡＲＴ×Ｒｅｆｕｇｅｅ  →村本智大 ・山田心健 

⑧ アフリカ開発会議     →高本優子 ・長谷川賢司 

⑨ 模擬キャンプ       →石田彩佳 ・津国美沙子 


